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【研究背景】Kretschmann 配置を用いたバイオセンサーは，ガラス基板上の金属薄膜のプラズモン

の伝搬定数と入射光のそれとを一致させる事で，入射光がプラズモンに高効率で吸収される表面

プラズモン共鳴を利用している．共鳴角は，金属表面の屈折率変化に敏感に反応する為，反射光

の角度を測定することで屈折率を評価可能である．近年，高感度化，大面積化の為，導波路と表

面プラズモン，ナノ構造との結合が提案されている．一方で，高い Q 値と低い Q 値から成る結合

共振器による Fano resonance が提案され，従来と比較して 100 倍の RIU が達成可能であることが

報告されている[1]．本報告では，Metal-Insulator-Metal (MIM)構造により Wave guide (WG)-mode と

SPR の結合共振器を目的とした．この結果，全反射減衰(ATR)法により，実験的に，plasmon-induced-

transparency，及び absorption (PIT, PIA)，Fano 共鳴，Rabi 分裂の観測に成功したので報告する[2]． 

【実験方法】測定に用いた MIM 構造は，石英基板/Au/SiO2/Ag である．試料の作製は，石英基板

(nsub = 1.457)に，真空蒸着法によって Au(nAu = 0.196 + i3.255)，Ag(nAg = 0.134 + i3.986)を堆

積， Electron Cyclotron Resonance (ECR) スパッタリング法で SiO2の成膜した．WG-mode と，SPR

の結合共振器となる様に各膜厚を設計した．測定は，ATR 法を用いた．θ-2θ回転ステージに搭載

したサンプルに P 偏光 He-Ne レーザー(632.8nm)を入射し，反射光の角度分散を PIN フォトダイオ

ードで計測した． 

【結果】各層の膜厚を変えることで Fig.1 に表され

る 3 つの異なる型のスペクトルが得られた．Fig.1(a)

は，SPR と WG-mode の共鳴角が一致した時に観測

された PIT である．WG-mode の中心に狭い SPR が

透過窓として現れている．Fig.1(b)は，入射光と WG-

mode の結合を弱めた時に WG-mode の中心に SPR

の吸収ピークに変化した PIA を表している．また，

PIT において，2 つの共鳴角に差を設けた時に，Fano

型のスペクトルが観測された(Fig.1(c))．Fig.2 は，

Rabi 分裂である．WG-mode と SPR の結合強度を，

最下層の Ag の膜厚を変えることで観側された．今

後，これらのスペクトルの解析を行っていく予定で

ある． 
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Fig.2 Rabi splitting caused by changing 

thickness of Ag film. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Reflection curves representing PIT(a), 

PIA(b) and Fano resonance(c), respectively. 
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